
様式１（G-MIS様式）

事業報告書
医療法人番号 01213
報告期間 自 令和3年4月1日

至 令和4年3月31日
1 事業報告書の概要

(1) 名称 医療法人財団　聖十字会
分類① 財団
分類② その他
分類③

(2) 事務所の所在地 都道府県 熊本県
市区町村 熊本市西区
町名・番地 河内町船津897番地
建物名

従たる事務所の記載はこちら
(3) 設立認可年月日 昭和26年7月16日
(4) 設立登記年月日 昭和26年7月16日
(5) 理事長の氏名 姓 末永

名 英慈
役員及び評議員の人数 16
役員及び評議員 記載はこちら

2 事業の概要
(1-1) 本来業務（病院、診療所） 記載はこちら
(1-2) 本来業務（介護老人保健施設、介護医療院） 記載はこちら
(2) 附帯業務 記載はこちら
(3) 収益業務 記載はこちら
(4) 記載はこちら

(5) 記載はこちら
(6) 記載はこちら
(7) 記載はこちら

(8) 記載はこちら 全ての指定内容について記載しても差し支えない。

(9) その他 記載はこちら 当該会計年度内に行われた工事、医療機器の購入又は
リース契約、診療科の新設又は廃止等を記載する。（任
意）

当該会計年度内に購入した医療機関債
当該会計年度内に開設（許可を含む）した主要な施設

当該会計年度内に他の法律、通知等において指定された内容

(5)、(6)については、医療機関債を発行又は購入する医
療法人が記載し、(7)以下については、病院、介護老人保
健施設又は介護医療院を開設する医療法人が記載し、
診療所のみを開設する医療法人は記載しなくても差し支え
ないこと。

分類①から③のそれぞれの項目（③は社団のみ。）につい
て、該当するものをリストから選択すること。（会計年度内
に変更があった場合は変更後。）
複数の事務所を有する場合は、主たる事務所と従たる事
務所を記載すること。

当該会計年度内に社員総会又は評議員会で議決又は同意した事項

当該会計年度内に発行した医療機関債



様式１︓1-(2)（G-MIS様式）

事業報告書
1-(2) 従たる事務所の所在地
都道府県 市区町村 町名・番地 建物名



様式１︓1-(5)（G-MIS様式）

事業報告書
1-(5) 役員及び評議員

役職 姓 名 備考
理事 末永 英文
理事 有馬 寿之 西日本病院管理者
理事 定永 恒明 聖ヶ搭病院管理者
理事 小須賀 健一
理事 末永 正機
理事 末永 文彦
監事 森田 俊孝
評議員 仲栄眞 勝 医療従事者
評議員 千知岩 信匡 医療従事者
評議員 伊東 龍志 医療を受ける者
評議員 鉄本 泰三 医療を受ける者
評議員 中村 博昭 経営に見識を有する者
評議員 清水 泰三 経営に見識を有する者
評議員 今里 健太 経営に見識を有する者
評議員 草野 水佳 特に必要と認められる者

注）１．「社会医療法人、特定医療法人及び医療法第４２条の３第1項の認定を受けた医療法人」以外の
医療法人は、記載しなくても差し支えないこと。

２．理事の備考欄に、当該医療法人の開設する病院、診療所、介護老人保健施設又は
介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の管理者であることを
記載すること。（医療法第４６条の５第６項参照）

３．評議員の備考欄に、評議員の選任理由を記載すること。（医療法第４６条の４第１項参照）



様式１︓2-(1)（G-MIS様式）

事業報告書
2-(1) 本来業務

（開設する病院、診療所（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）
許可病床数

種類 施設の名称 指定管理 開設場所 一般病床 療養病床 医療保険 介護保険 精神病床 感染症病床 結核病床
病院 聖ヶ搭病院 熊本市西区河内町船津897番地 54 120 120
病院 西日本病院 熊本市東区八反田3－20－1 395 130 130

注）１．地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者として管理する施設については、指定管理の欄に記載すること。
２．療養病床に介護保険適用病床がある場合は、医療保険適用病床と介護保険適用病床のそれぞれについて内訳を記載すること。
３．介護老人保健施設又は介護医療院の許可病床数の欄は、入所定員及び通所定員を記載すること。



様式１︓2-(1)（G-MIS様式）

事業報告書
2-(1) 本来業務

（介護老人保健施設又は介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

種類 施設の名称 指定管理 開設場所 入所定員 通所定員
該当なし

注）１．地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者として管理する施設については、指定管理の欄に記載すること。
２．療養病床に介護保険適用病床がある場合は、医療保険適用病床と介護保険適用病床のそれぞれについて内訳を記載すること。
３．介護老人保健施設又は介護医療院の許可病床数の欄は、入所定員及び通所定員を記載すること。



様式１︓2-(2)（G-MIS様式）

事業報告書
2-(2) 附帯業務（医療法人が行う医療法第４２条各号に掲げる業務）

種類又は事業名 委託管理 実施場所 備考
訪問看護ステーションのぞみ 熊本市西区河内町船津897番地
訪問看護ステーション聖嶺 熊本市東区八反田3－20－1
西日本ケアセンター 熊本市東区八反田3－20－1

注）地方公共団体から委託を受けて管理する施設については、その旨を委託管理の欄に記載すること。



様式１︓2-(3)（G-MIS様式）

事業報告書
2-(3) 収益業務（社会医療法人又は医療法第４２条の３第 1 項の認定を受けた医療法人が行うことができる業務）

種類 実施場所 備考
該当なし



様式１︓2-(4)-(9)（G-MIS様式）

事業報告書
2-(4) 当該会計年度内に社員総会又は評議員会で議決又は同意した事項

日付
令和4年5月30日
令和4年6月20日

2-(5) 当該会計年度内に発行した医療機関債
発行総額 申込期間（開始日） 利率 償還方法
申込単位 申込期間（終了日） 払込期日 償還期限
該当なし

2-(6) 当該会計年度内に購入した医療機関債
医療機関債の発行により資産の取得が行われる医療機関と同一の二次医療圏内に自らの医療機関を有しており、
これらの医療機関が地域における医療機能の分化・連携に資する医療連携を行っており、
かつ、当該医療連携を継続することが自らの医療機関の機能を維持・向上するために必要である理由

医療機関債名 発行元医療法人名 購入総額 償還期間（開始日～終了日）

2-(7) 当該会計年度内に開設（許可を含む）した主要な施設
日付

議決又は同意した事項
令和3年度決算案の承認
令和3年度会計監査報告の承認

注）2-(5)、2-(6)については、医療機関債を発行又は購入する医療法人が記載し、(7)以下については、病院、介護老人保健施設又は介護医療院を開設する医療法人が記載し、診療所のみを開設する医療法人は記載しなくても差し支えな
いこと。

注）医療機関債の発行総額、申込単位、申込期間、利率、払込期日、資金使途、償還の方法及び期限を記載すること。なお、発行要項の写しの添付に代えても差し支えない。
医療機関債を医療法人が引き受けた場合には、当該医療法人名を全て明記すること。

資金使途 医療機関債を引き受けた医療法人名

該当なし

該当なし

注）
１．医療機関債を購入する医療法人は、医療機関債の発行により資産の取得が行われる医療機関と同一の二次医療圏内に自らの医療機関を有しており、これらの医療機関が地域における医療機能の分化・連携に資する医療連携を行っ
ており、かつ、当該医療連携を継続することが自らの医療機関の機能を維持・向上するために必要である理由を記載すること。
２．購入した医療機関債名、発行元医療法人名、購入総額及び償還期間を記載すること。なお、契約書又は債権証書の写しの添付に代えても差し支えない。

開設（許可を含む）した主要な施設



2-(8) 当該会計年度内に他の法律、通知等において指定された内容
日付

2-(9) その他
日付

注）全ての指定内容について記載しても差し支えない。

記載事項

他の法律、通知等において指定された内容
該当なし

注）当該会計年度内に行われた工事、医療機器の購入又はリース契約、診療科の新設又は廃止等を記載する。（任意）



様式第三号

法人名 医療法人財団　聖十字会　　 　　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地 熊本市西区河内町船津897番地　　　　　　　　　　　　　　　

１．資　　　 産　　　 額 千円

２．負　　　 債　　　 額 千円

３．純　　資　　産　　額 千円

（内　　訳） （単位：千円）

Ａ　流　動　資　産

Ｂ　固　定　資　産

Ｃ　資　産　合　計 （Ａ＋Ｂ）

Ｄ　負　債　合　計

Ｅ　純　　資　　産 （Ｃ－Ｄ）

 (注) 財産目録の価額は、貸借対照表の価額と一致すること。

土地及び建物について、該当する欄の□を塗りつぶすこと。

土　　　　地 （□ 法人所有　□ 賃借　■ 部分的に法人所有(部分的に賃借)）

建　　　　物 （□ 法人所有　□ 賃借　■ 部分的に法人所有(部分的に賃借)）

11,379,096

※医療法人整理番号

財 産 目 録

（令和 4年 3月 31日現在）

12,730,637

1,351,541

11,379,096

区　　　　　　　　　　分 金　　　額

8,121,364

4,609,273

12,730,637

1,351,541



様式３－１（G-MIS様式）

法人名医療法人財団　聖十字会 ※医療法人整理番号 01213
所在地熊本市西区河内町船津897番地

貸借対照表
令和4年3月31日 現在

（単位︓千円）
資産の部　 負債の部　
科目　　 金額 科目　　　 金額

Ⅰ 流動資産 8,121,364 Ⅰ 流動負債 777,339
現金及び預金 6,512,454 支払手形
事業未収金 1,347,965 買掛金 86,043
有価証券 短期借入金
たな卸資産 50,534 未払金 111,063
前渡金 未払費用 99,032
前払費用 180,829 未払法人税等 305,380
その他の流動資産 29,582 未払消費税等 5,717

前受金
預り金 47,535
前受収益
その他引当金 122,328
その他の流動負債 242

Ⅱ 固定資産 4,609,274 Ⅱ 固定負債 574,201
1 有形固定資産 4,110,517 医療機関債

建物 3,594,011 長期借入金
構築物 36,753 繰延税金負債
医療用器械備品 211,575 その他引当金 574,051
その他の器械備品 65,598 その他の固定負債 150
車両及び船舶
土地 192,027
建設仮勘定
その他の有形固定資産 10,550

負債合計　 1,351,541
純資産の部　
科目　　　 金額

Ⅰ 出資金
2 無形固定資産 39,265 Ⅱ 積立金 11,379,096

借地権 代替基金
ソフトウェア 36,803 繰越利益積立金 11,376,012
その他の無形固定資産 2,461 その他積立金 3,084

3 その他の資産 459,492 Ⅲ 評価・換算差額等
有価証券 2,700 その他有価証券評価差額金
保有医療機関債 繰延ヘッジ損益
その他長期貸付金 29,946
役職員等長期貸付金
長期前払費用
繰延税金資産 265,032
その他の固定資産 161,814

純資産合計 11,379,096
資産合計　 12,730,637 負債・純資産合計 12,730,637

（注）１．表中の固定された勘定科目については、変更しないこと。



様式４－１（G-MIS様式）

法人名 医療法人財団　聖十字会 医療法人番号 01213
所在地 熊本市西区河内町船津897番地

損 益 計 算 書
自 令和3年4月1日 至 令和4年3月31日

（単位︓千円）

Ⅰ 事業損益
Ａ 本来業務事業損益

1 事業収益 8,665,846
2 事業費用

(1) 事業費 7,483,982
(2) 本部費 126,011 7,609,993
本来業務事業利益 1,055,853

Ｂ 附帯業務事業損益
1 事業収益 85,596
2 事業費用 51,814

附帯業務事業利益 33,782
Ｃ 収益業務事業損益

1 事業収益
2 事業費用

収益業務事業利益 0
事 業 利 益 1,089,635

Ⅱ 事業外収益
受取利息 843
その他の事業外収益 75,120 75,963

Ⅲ 事業外費用
支払利息
その他の事業外費用 1,068 1,068

経 常 利 益 1,164,530
Ⅳ 特別利益

固定資産売却益 14,298
その他の特別利益 14,298

Ⅴ 特別損失
固定資産売却損 54
その他の特別損失 54

税 引 前 当 期 純 利 益 1,178,774
法人税・住民税及び事業税 334,485
法 人 税 等 調 整 額 1,353 335,838
当 期 純 利 益 842,936

 (注) １．利益がマイナスとなる場合には、「利益」を「損失」と表示すること（自動表示）。
２．表中の勘定科目については、変更しないこと。
３．表中の選択可能な勘定科目については、プルダウンにより適切な勘定科目を選択すること。
　　　リストにない勘定科目がある場合は、リスト中の「その他○○」を選択すること。

科目 金　　　　　　額



様式５

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　 　　　　　　　　　　

（１）法人である関係事業者

不動産等の賃借
医療事務等の委

託
(注）2

965,689

保証金の差入 1,560

（注）1．当法人理事長末永英慈及びその近親者が株主総会の議決権の100%を占めている法人。

（注）2．不動産の賃借料は、近隣相場を参考に決定している。

　　　　 肥後メディカルへの医療事務等の委託に関する取引価格は市場価格を勘案して決定し、支払条件は当月末又は翌月末現金払いとしている。

（２）個人である関係事業者

不動産、医療用
器具等の賃貸
診療報酬請求事
務、給与計算業
務等の受託

不動産等の賃借
医療事務等の委

託

未払金 58,789

所在地

役員及びその近親者
が株主総会の議決権
の過半数を占めてい
る法人

株式会社肥後
メディカルズ
(注）1

熊本市東区八反田三
丁目22-65-102号

4,413,749

（取引条件及び取引条件の決定方針等）

期末残高
（千円）

該当なし

種類 氏名 職業 取引の内容
取引金額
（千円）

関係事業者
との関係

※医療法人整理番号

科目

保証金

科目

関係事業者との取引の状況に関する報告書

総資産額
（千円）

事業の内容
関係事業者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

期末残高
（千円）

146,490

（取引条件及び取引条件の決定方針等）

種類 名称











様式第四号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　熊本市西区河内町船津897番地 　　　　　　　　　　　

（単位:千円）

令和3年 4月 1日  残高

会計年度中の変動額合計

令和4年 3月 31日 残高

基金
（又は出資金）

積立金 評　価　・　換　算　差　額　等

純資産合計
代替基金 繰越利益積立金 設立等積立金

評価・換算
差額等合計

繰延ヘッジ
損　　　益

その他有価証
券評価差額金

積立金合計

10,533,078 3,084 10,536,162

※医療法人整理番号

純 資 産 変 動 計 算 書

（自　令和　3年　4月　1日　　至　令和　4年　3月　31日）

－ － 10,536,162

会計年度中の変動額

－－ －

842,934当期純利益 842,934

－ －

－

842,934

11,379,096

１．純資産の変動事由及び金額の掲載は、概ね貸借対照表における記載の順序によること。
２．評価・換算差額等は、科目ごとの記載に代えて評価・換算差額等の合計額を、前会計年度末残高、会計年度中の変動額及び会計年度末残高に区分して記載するこ
　とができる。この場合には、科目ごとのそれぞれの金額を注記すること。
３．積立金及び純資産の各合計欄の記載は省略することができる。

842,934

－ － 11,376,012 3,084 11,379,096

－ － 842,934 － 842,934 － －

－



様式第五号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　 　　　　　　　　　　　　

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

１．有形固定資産、無形固定資産及びその他の資産について、貸借対照表に掲げられている科目の区分により記載すること。

２．「前期末残高」、「当期増加額」、「当期減少額」及び「当期末残高」の欄は、当該資産の取得原価によって記載すること。

３．当期末残高から減価償却累計額又は償却累計額を控除した残高を、「差引当期末残高」の欄に記載すること。

　

　

－ 10,550

その他の有形固定資産 13,846 5,687 8,983 10,550 － － 192,027

土地 192,027 － － 192,027 －

構築物 222,574 － － 222,574 185,820 2,766 36,754

その他の器械備品 653,365 6,403 1,372 658,396 592,797 26,764 65,599

1,812,603 1,601,026

459,491

４．合併、贈与、災害による廃棄、滅失等の特殊な事由で増加若しくは減少があった場合又は同一の種類のものについて資産の総額の
  １％を超える額の増加は、その事由を欄外に記載すること。若しくは減少があった場合（ただし、建設仮勘定の減少のうち各資産科　
　目への振替によるものは除く。）

５．特別の法律の規定により資産の再評価が行われた場合その他特別の事由により取得原価の修正が行われた場合には、当該再評価差
  額等については、「当期増加額」又は「当期減少額」の欄に内書（括弧書）として記載し、その増減の事由を欄外に記載すること。

６．有形固定資産又は無形固定資産の金額が資産の総額の１％以下である場合又は有形固定資産及び無形固定資産の当該会計年度にお　
　
  けるそれぞれの増加額及び減少額がいずれも当該会計年度末における有形固定資産又は無形固定資産の総額の５％以下である場合に　
　は、有形固定資産又は無形固定資産に係る記載中「前期末残高」、「当期増加額」及び「当期減少額」の欄の記載を省略することが
　できる。なお、記載を省略した場合には、その旨注記すること。

計 466,887 3,580 10,976 459,491 －

そ
の
他
の
資
産

265,031

その他の固定資産 160,254 1,980 420 161,814 － － 161,814

繰延税金資産 266,385 － 1,354 265,031 －

2,700

その他長期貸付金 37,548 1,600 9,202 29,946 － － 29,946

有価証券 2,700 － － 2,700 － －

無
形
固
定
資
産

－

－

計 98,202 7,148 － 105,351 66,087 9,141 39,265

2,461その他の無形固定資産 2,461 － － 2,461 － －

ソフトウェア 95,741 7,148 － 102,890

266,214 4,110,517

建設仮勘定 198,000 － 198,000 － －

66,087 9,141 36,803

差　　　引　
当期末残高

有
形
固
定
資
産

建物 8,449,417 275,790 19,486 8,705,720 5,111,709 155,457 3,594,011

81,227 211,576医療用器械備品 1,681,657 143,025 12,080

－ －

計 11,410,886 430,906 239,922 11,601,870 7,491,352

※医療法人整理番号

有 形 固 定 資 産 等 明 細 表

資産の種類
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額

当期償却額



様式第六号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　 　　　　　　　　　　　　

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

１．前期末及び当期末貸借対照表に計上されている引当金について、設定目的ごとの科目の区分により記載す

　ること。

２．「当期減少額」の欄のうち「目的使用」の欄には、各引当金の設定目的である支出又は事実の発生があっ

　たことによる取崩額を記載すること。

３．「当期減少額」の欄のうち「その他」の欄には、目的使用以外の理由による減少額を記載し、減少の理由

　を注記すること。

（注）貸倒引当金の当期減少額（その他）は、洗い替えによる戻入額であります。

158,504

賞与引当金 136,212 122,327

貸倒引当金 160,202 158,504 － 160,202

136,212 －

退職給付引当金 562,874 77,758

※医療法人整理番号

引 当 金 明 細 表

区　　　　　分
前期末残高 当期増加額

当期減少額 当期減少額
当期末残高

（目的使用） （そ の 他）

66,581 － 574,051

122,327



様式第七号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　 　　　　　　　　　　　　　

（千円） （千円） （％）

１．短期借入金、長期借入金（貸借対照表において流動負債として掲げられているものを含む。以下同じ。）

　及び金利の負担を伴うその他の負債（以下「その他の有利子負債」という。）について記載すること。

２．重要な借入金で無利息又は特別の条件による利率が約定されているものがある場合には、その内容を欄外

　に記載すること。

３．「その他の有利子負債」の欄は、その種類ごとにその内容を示したうえで記載すること。

４．「平均利率」の欄には、加重平均利率を記載すること。

５．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）及びその他の有利子負債については、貸借対照表日後

　５年内における１年ごとの返済予定額の総額を注記すること。

その他の有利子負債 － － － －

合　　　　　計 － － － －

１年以内に返済予定の　　　
長期借入金

－ － － －

長期借入金（１年以内に　　
返済予定のものを除く。）

－ － － －

返済期限

短期借入金 － － － －

※医療法人整理番号

借 入 金 等 明 細 表

区　　　　　分
前 期 末 残 高 当 期 末 残 高 平均利率



様式第八号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　　 　　　　　　　　　　　

【債　券】

（千円） （千円）

【その他】

（千円）

１．貸借対照表の流動資産及びその他の資産に計上されている有価証券について記載すること。

２．流動資産に計上した有価証券とその他の資産に計上した有価証券を区分し、さらに満期保有目的の債券及

　びその他有価証券に区分して記載すること。

３．銘柄別による有価証券の貸借対照表価額が医療法人の純資産額の１％以下である場合には、当該有価証券

　に関する記載を省略することができる。

４．「その他」の欄には有価証券の種類（金融商品取引法第２条第１項各号に掲げる種類をいう。）に区分し

　て記載すること。

該当なし

※医療法人整理番号

有 価 証 券 明 細 表

銘　　　　　　　　　柄
券  面  総  額 貸借対照表価額

計

種　類　及　び　銘　柄  口 数 等
貸借対照表価額

（有価証券）株式会社ニュースカイホテル 54,000株 2,700

計 54,000株 2,700



様式第九の一号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　熊本市西区河内町船津897番地 　　　　　　　　　　　　　　

１．売上原価には、当該医療法人の開設する病院等の業務に附随して行われるもの（売店等）及び収益業務の

　うち商品の仕入れ又は製品の製造を伴う業務について記載すること。

２．中区分科目には、それぞれ細区分を設け、売上原価については、商品（又は製品）期首たな卸高、当期商

品仕入高（又は当期製品製造原価）、商品（又は製品）期末たな卸高を、材料費、給与費、委託費、経費及

びその他の費用については、その内訳を示す費目を記載する様式によることもできる。

３．その他の事業費用には、研修費のように材料費、給与費、委託費及び経費の二つ以上の中区分に係る複合

費として整理した費目を記載する。

※医療法人整理番号

事　業　費　用　明　細　表

（単位：千円）

区　　　分

本 来 業 務 事 業 費 用 附帯業務
事業費用

収益業務
事業費用

合　　　計
事 業 費 本 部 費 計

材料費 980,252 － 980,252 16 － 980,268

4,337,722

委託費 1,075,612 － 1,075,612 80 － 1,075,692

給与費 4,209,825 78,910 4,288,734 48,987 －

1,190,821

売上原価 － － － － － －

経費 1,151,139 36,952 1,188,090 2,730 －

77,304

計 7,483,982 126,011 7,609,993 51,814 － 7,661,807

その他の事業費用 67,155 10,149 77,304 － －



様式第九の二号

法人名　　医療法人財団　聖十字会　　　　　　　　　　　　　　　 0 1 2 1 3

所在地　　熊本市西区河内町船津897番地　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

様式第九の一号作成のため省略

１．売上原価には、当該医療法人の開設する病院等の業務に附随して行われるもの（売店等）及び収益業務の

　うち商品の仕入れ又は製品の製造を伴う業務について記載すること。

２．ⅠからⅥの中区分科目は、省略する様式によることもできる。

３．その他の事業費用には、研修費のように材料費、給与費、委託費及び経費の二つ以上の中区分に係る複合

費として整理した費目を記載する。

※医療法人整理番号

事 業 費 用 明 細 表

（自　平成　　年　　月　　日　　至　平成　　年　　月　　日）

科　　　　　　　　　　目 金　　　　　　額

事 業 費 用 計 　　　　　　　×××



重要な会計方針等の記載及び貸借対照表等に関する注記 
 
 

１ 継続事業の前提に関する事項 
 
  該当なし 
 

２ 資産の評価基準及び評価方法 

 

（１） 有価証券 

移動平均法による原価法を採用しております。 

 

（２） たな卸資産 

最終仕入原価法を採用しております。 
 

３ 固定資産の減価償却の方法 

 
（１） 有形固定資産 
定率法を採用しております。 
但し、平成10年4月1日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）及び平成28年4月1日以降
に取得した建物付属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 
 

（２） 無形固定資産 
定額法を採用しております。 
但し、ソフトウェア（法人内使用分）については、法人内における利用可能期間（5年）に基づく
定額法によっております。 

 

４ 引当金の計上基準 

 

（１） 貸倒引当金 

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権及び
破産更生債権等については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており
ます。 

 

（２） 賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当会計年度に負担す
べき額を計上しております。 

 

（３） 退職給付引当金 

職員の退職給付に備えるため、当会計年度末における退職給付債務に基づき、当事業年度
末において発生していると認められる額を計上しております。なお当医療法人財団は、前々
会計年度末日の負債総額が200億円未満であることから、簡便法による期末自己都合要支給
額を退職給付債務とする方法を採用しております。 

 

  



５ 消費税及び地方消費税の会計処理の方法 

 

  消費税及び地方消費税の会計処理方法は税込方式を採用しております。 

 

６ その他貸借対照表等作成のための基本となる重要な事項 

 

（１） 補助金等の会計処理 

補助金等については、受け取った会計年度に一括して収益計上しております。 

 

（２）  補助金等の内訳並びに交付者、貸借対照表等への影響額 

 

 

内 訳 交付者 

損益計算書 

影響額 

（単位：千円） 

貸借対照表 

影響額 

（単位：千円） 

1 新型コロナウイルス感染患者等入院病
床確保事業費補助金 

熊本県 852,639 109,979 

2 新型コロナウィルス感染症患者等入院
医療機関設備整備事業費補助金 

熊本県 64,971 64,971 

3 新型コロナウィルス感染症患者等入院
受入医療機関緊急支援事業費補助金 

厚生労働省 37,500 － 

4 その他 熊本県等 4,788 1,709 

 合  計  959,898 176,659 

 

７ 重要な会計方針を変更した旨等 
 
  該当なし 
 

８ 資産及び負債のうち収益業務に関する事項・収益業務からの繰入金の状況に関する事項 

 

  該当なし 

 

９ 担保に供されている資産に関する事項 

   

  該当なし 

   

  



１０ 法第５１条第１項に規定する関係事業者に関する事項 

 

（１） 法人である関係事業者 

種類 名称 所在地 
総資産額 

（千円） 
事業の内容 

関係事業

者との関

係 

取引の 

内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

役員及びそ

の近親者が

株主総会の

議決権の過

半数を占めて

いる法人 

株式会社 

肥後メディ

カルズ 

(注）1 

熊本市東

区 

八反田三

丁目

22-65-102

号 

4,413,749 

不動産、医

療用器具等

の賃貸 

診療報酬請

求事務、給

与計算業務

等の受託 

不動産等

の賃借 

医療事務

等の委託 

不動産等

の賃借 

医療事務

等の委託 

(注）2 

965,689 未払金 58,789 

保証金の

差入 
1,560 保証金 146,490 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）1．当法人理事長末永英慈及びその近親者が株主総会の議決権の100%を占めている法人。 

（注）2．不動産の賃借料は、近隣相場等を参考に決定している。 

医療事務等の委託に関する取引価格は市場価格等を勘案して決定し、支払条件は当月末又は翌月末現金

払いとしている。 

 

（２） 個人である関係事業者 

 

１１ 重要な偶発債務に関する事項 
 
  該当なし 
 

１２ 重要な後発事象に関する事項 
 
  該当なし 
 

１３ その他医療法人の財政状態又は損益の状況を明らかにするために必要な事項 

 

  貸倒引当金控除前事業未収金    1,506,470千円 

  貸倒引当金                 158,504千円 

  有形固定資産の減価償却累計額  7,491,353 千円 

種類 氏名 職業 関係事業者との関係 取引の内容 取引金額 （千円） 科目 期末残高（千円） 

 
該当 

なし 

   

 

    


